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複雑 性 尿 路 感 染症 に 対 す るKW-1070の 臨 床的 検 討

菅 尾 英 木 ・鈴 木 滋

県西部浜松医療センター泌尿器科

KW-1070(fortimicin)は 本邦で開発中の新 しいアミノ配糖体系抗生剤である。今回われわれは,

県西部浜松医療センターに入院中の複雑性尿路感染症患者20例 に本剤を投与し,そ の臨床的検討

を行なった。

投与方法はKW-1070200mgな い し300mgを1日2回 朝夕筋注とし,連 続5日 間投与 した。総

合臨床効果は,著 効4例,有 効10例,無 効6例 で,有 効率は70%で あった。 細菌学的効果は,

尿中分離菌25株 中消失20株,存 続5株 で,存 続 した菌はすべてP,aeruginosaで あ った。P.aeru-

ginosa以 外のグラム陰性桿菌については,gentamicin(GM)耐 性 のものにもすぐれた抗菌力を

示 した。

腎毒性,聴 器毒性を示すような副作用はみられず,1例 にGOT,GPTの 軽度の上昇を認めたのみ

である。

KW-1070は,ア ミノ配 糖 体系 抗 生 剤 で,化 学 構 造 上

pseudo-disaccharideと い う新 規 な構 造式 を持 つ もの で

あ る1)。 本 剤 は グラ ム陰 性 桿菌 に広 い 抗菌 スペ ク トラム

を 有 し,特 にP.inconstans,S.marcescensな どに,

す ぐれ た抗菌 力 を示 す が,聴 器毒 性 は ア ミノ配 糖 体 系抗

生 剤 の 中 で最 も弱 く,腎 毒 性 も軽度 でamikacin(AMK)

よ り弱 い とい わ れ て い る2)。 こ のた び,わ れ わ れ は,複

雑 性尿 路 感 染症 に対 し,本 剤 を使 用 す る機 会 を 得 た の で

そ の成 績 を 報 告す る。

1. 対 象 お よび 方 法

昭 和54年12月 か ら昭 和55年6月 ま で の,県 西部

浜 松 医 療 セ ンタ ー入 院 患者20例 の 複雑 性 尿 路 感 染 症 に

対 し,KW-1070を 投 与 し,そ の 臨 床効 果 を 検 討 した 。

尿 路 感 染症 の うちわ け は,慢 性 複 雑 性膀 胱 炎16例,慢

性 複 雑 性 腎孟 腎 炎3例,慢 性 複 雑 性 膀胱 炎 と急 性 腎 孟 腎

炎 の 合 併 例 が1例 で あ る。 性 別 は 男13例,女7例 で,

年 齢 は40歳 か ら80歳 ま で であ る。投 与 方 法 は,5目

間 連 続 で,KW-1070200mgな い し300mgを,1日

2回 朝夕 筋 注 と した 。

効 果 判 定 は,UTI薬 効 評 価 基 準(第2版)3)に 基 づ き,

膿 尿 と細菌 尿 を指 標 と し て,著 効(Excellent),有 効

(Moderate),無 効(Poor)の3段 階 に判 定 した 。

II. 成 績

KW-1070投 与20例 の詳 細 は,Table1に 呈 示 す る通

りで あ るが,症 例1～13は1回200mg1目400mg

投 与 し,症 例14～20の7例 は1回300mg1日600mg

投 与 した 。 しか し,結 果 と しては,症 例数 が 少 な い た め

か,1回200mg投 与群 と300mg投 与群 の間 に,dose

responseを 示す ような差異を認めないため,以 下は一

括して検討する。

総合臨床効果の判定結果は,Table2に 示すように,

著効4例,有 効10例,無 効6例 で有効率70%で あっ

た。これを疾患病態群別にみると,Table3に 示 したよ

うに,カ テーテル留置群である第1群 及び第5群 の有効

率が低い。

細菌学的効果はTable4に 示 したが,尿 中分離菌25

株中,消 失20株,存 続5株 であった(2例 に菌交代が

みられ,投 与後出現細菌は,と もにS.epidermidisで

あ った)。 また,存 続 した5株 は,す べてP.aeruginosa

であ った。細菌学的効果とMICの 相関を表にしたもの

が,Table5で,や は りP.aeruginosaに 対するKW-

1070のMICは 高 い。 しかし近年複雑性尿路感染症の

起因菌として,特 に問題となっているS.marcescenS

やP.mirabilis,P.rettgeriな どには,す ぐれた抗菌力

を示している。

III. 副 作 用

本剤投与中,注 射部痛を訴えた例が少数みられたが,

投与中止せざるを得ないほどの例はなかった。アレルギ

ー症状,消 化器症状など,自 他覚的に特別な症状は認め

なかった。臨床検査所見でも,症 例16にGOT,GPT

の軽度の一過性上昇をみたのみである(Table6)。

IV. 考 按

アミノ配糖体系抗生剤は,難 治性の尿路感染症に対し

ても,切 札的に投与されることの多いす ぐれた抗生剤で

あるが,泌 尿器科領域においては,腎 機能障害例がかな

り含まれ,腎 毒性,聴 器毒性が問題となることもある。
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with KW-1070
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with KW-1070

Table 2 Overall clinical efficacy of KW-1070

in complicated U.T.I.

動物実験では,KW-1070の 聴器毒性はア ミノ配糖体系

抗生剤の中で最も弱く,腎 毒性も軽度でAMKよ り弱

いというdataが でている4)。実際われわれは,1日400

mgな い し600mgと 比較的大量に使用 したが,1例 に

軽度のGOT,GPTの 上昇をみたのみで,腎 毒性,聴 器

毒性に関する副作用は認めていない。

複雑性尿路感染症患者20例 にKW-1070を 使用した

結果は,著 効4例,有 効10例,無 効6例 で,有 効率70

%で あった。細菌学的効果をみると,原 因菌の消失は,

25株 中20株 で,存 続 した5株 は,す べ てP.aerugi-

nosaで あ った 。P.aeruginosaに 対 す るKW-1070の

MICは,他 の グ ラム陰 性 桿 菌 に 比 べ て,高 くな って い

た 。 近 年GM耐 性菌 の増 加 が認 め ら れ て い る が,Pe

aeruginosa以 外 の も の につ いて は,KW-1070は,in

vitroでAMK以 上 の抗 菌 力 を 有 す る と報 告 さ れ て い

る5)。 わ れ わ れ の 例 で もGM耐 性 のS.marcescens,

P.rettgeriが み られ た が,KW-1070がAMK以 上 の抗

菌 力 を 示 して い た。 ア ミノ配 糖 体 系 抗 生 剤 に 対 して耐 性

が あ るの は,細 菌 が ア ミノ配 糖 体 剤 不 活 化 酵 素 を 有す る

た め で あ り,KW-1070はAAC(3)-1と い う酵 素以 外

の も のに は 比 較 的 安 定 で あ る とい うこ とが 知 ら れ て い

る6)。 今 後,他 剤 の耐 性 菌 が 増 え る につ れ,本 剤 の有 用

性 が,さ らに 増 す もの と思わ れ る。

V. ま と め

1. 県 西 部 浜 松 医療 セ ンタ ー入 院 患 者 の うち複 雑 性尿

路 感 染 症20例 に,KW-1070を 投 与 した。

2. 投 与 方 法 は,200mgな い し300mg筋 注 朝 夕2

回 で,連 続5日 間 投 与 した 。

3. 総 合 臨 床 効 果 は,著 効4例,有 効10例,無 効6

例 で,有 効 率70%で あ った。

4. 細 菌 学 的 効 果 は,尿 中 分 離菌25株 中消 失20株,

存続5株 で,存 続 した もの は す べ てP.aeruginosaで

あ った。S.marcescens,P.rettgeriに,GM耐 性 の も
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Table 3 Overall clinical efficacy of KW-1070 classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to KW-1070 in complicated U.T.I.

Table 5 Relation between MIC and bacteriological response in KW-1070 treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated
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Table 6 Laboratory findings before and after the therapy with KW-1070

B : Before treatment A: After treatment

のがあったが,そ れらにもす今れた抗菌力を示した。

5. 副 作用は,1例 にGOT,GPTの 軽度な一過性上

昇がみられたのみである。
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CLINICAL STUDIES ON KW-1070,

A NEW AMINOGLYCOSIDE ANTIBIOTIC,

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

HIDEKI SUCAO and SHIGERU SUZUKI

Department of Urology, Kenseibu Hamamatsu Medical Center

KW-1070, a new aminoglycoside was administered to 20 patients with complicated urinary tract
infections at the Kenseibu Hamamatsu Medical Center. A dose of 200 and 300 mg were administered
intramuscularly in the morning and evening for 5 days.

The clinical efficacy of KW-1070 was excellent in 4 cases, Moderate in 10 cases and poor in 6 cases for
a total efficacy rate of 70%. Concerning bacteriological efficacy, out of 25 strains isolated from
urine, eradication was observed in 20 strains, while 5 strains were persisted, all of them being P.
aeruginosa. Except for P. aeruginosa, KW-1070 showed excellent antibacteriological activity against
gram-negative bacilli, including gentamicin resistant strains.

Side effects such as renal- and oto-toxicity were not observed except in 1 case which showed a
slight elevation of GOT and GPT.


